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犬山市立図書館 〒484‐0083 

愛知県犬山市大字犬山字東古券３２２番地１ 
 ＴＥＬ ０５６８(６２)６３００ 

 ホームページ http://www.lib.inuyama.aichi.jp/ 

 

携帯用ホームページ 
 

携帯電話で資料検索、お知らせの確認などが 

できます。 

https://ilisod001.apsel.jp/inuyama-library/wopc/pc/mSrv 

 

 ＱＲコード 

 

ご利用案内 
開館時間 

犬山市立図書館・本館 午前 10時～午後 6時 

楽田ふれあい図書館   午後 0時 30分～午後 4時 30分 

休館日 

 本館 毎週月曜日（祝日・振替休日は次の平日が休館） 

 楽田ふれあい図書館 毎週月～金曜日 

 本館・楽田ふれあい図書館共通 
 ・年末年始（12月 28日～1月 3日） 

 ・館内特別整理期間（年間 15日以内） 

貸出点数：全て合わせて 10点まで 
図書 10冊まで / 雑誌・地図・紙芝居 3点まで 

ＡＶ資料（ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤなど） 2点まで 

貸出期間 
15日間 

 

 

『真犯人』 

翔田 寛/著 F/ｼ 112590096 

 

 男性の他殺死体が発見された。被害者は 41 年前に

息子を誘拐されており、事件は未解決のまま。静岡

県警は捜査を開始するが…。時効ミステリーの歴史

を塗り替える新たな金字塔! 『STORY BOX』掲載を

改題、全面改稿。 

『寮生』 

今野 敏/著 F/ｺ 112590120 

  

 「毎年、誰かが死ぬんだ」 有名男子進学高の寮で

起きた転落死事件。事故か自殺か、それとも? 事件

と伝説の謎を追って 1 年生探偵団が活躍! 1971 年の

函館に展開する青春学園ミステリー。『青春と読書』

連載を単行本化。 

『陽だまりの天使たち』 

馳 星周/著 F/ﾊ 112590070 

 

 病と闘う少女のそばに寄り添うトイ・プードル、

絶望した男の前に現れた捨て犬…。様々な犬種と家

族が綾なす人生の機微を描いた短編集。『青春と読

書』等掲載と書き下ろしあわせて 7 編の小説、書き

下ろし巻頭詩を収録。 

文：(株)図書館流通センター 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本年も図書館をよろしくお願いいたします。 
 

図書館まめ知識コラム～おすすめ本について～ 

 

児童室でおこなっている「おすすめ本の特集」、一覧をパソコンで見ること

が出来るのはご存知ですか？ 図書館内の「検索機」２台と「インターネット

利用席」１台のほか、インターネットを通じて、ご自宅のパソコンからも見

られます。 

｢おすすめ本の紹介(館内・大人用はテーマ別一覧）」を選ぶと、見られるよう

になっています。 

おすすめ本のほかに、課題図書などものせる予定なので、待っていてくださ

いね！ 



 

 

日時  平成２８年１月２３日(土） 午後１時３０分～ 

《受付》 午後１時より 

場所  犬山市立図書館 図書館２階 展示室 

代表作 「キツネのまいもん屋」「ムジナ探偵局シリーズ」他 

演題  「作品ができるまで」 

対象  読み聞かせに関心のある方・子育て中の方 

定員  １５0名                         

入場料 無料 

申込み 平成２８年１月５日（火）午前１０時より                                    

    図書館カウンターで受付 

(電話申込可℡６２－６３００) 

 

 『えっちら おっちら 日本だじゃれ旅』 

中川ひろたか/作  高畠 純/絵 E/ｴ 120757430 

  

 コンビ「えっちらおっちら」が、北は北海道から南は沖縄まで日本全

国を旅しながら、地名・名産を吹き出すだじゃれで紹介。笑いながら

日本をまるごと楽しめる一冊。 

 

 

 

 

『花火のえほん』 

冴木 一馬/作  57/ 120678297 

 

「花火はどうやって作るの?」「材料は?」「打ちあげ方は?」「どんな

種類があるの?」 花火にまつわる素朴な疑問に答えます。豊富な写

真解説で、花火を見るのが 100倍楽しくなる一冊。 

『さくら』 

長谷川 摂子/文 矢間 芳子/絵  E/ｻ 120701487 

 

 わたしはさくらの木。春には花を咲かせます。その花が散った後に

は、葉っぱの赤ちゃんが出てきます…。1 本のさくらの 1 年のドラマを、

精緻なイラストとリズミカルな文章で描きます。 

『しろずもう』 

  丸山 誠司/作  E/ｼ/ 1207610 

 

 もみあげ自慢のおくろあにきは、しろずもうの横綱。おくろあにきみ

たいな横綱になりたくて修行に出たおしろうは、大仏様としろずもう

をとることに…。お城が主人公のユーモア絵本。 

児童文学作家 

講師  富安陽子氏          
 

日本の「いいね！」 
   みつけたっ！ 
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